
※〔　〕内の数字は数量を表しています。

取扱説明書 

VSI60
Stereo Volume Control With Multiple-Room Switch

■部位の名称

■梱包物の内容

■この説明書をよくお読みのうえ、工事の専門技術者が施工を行ってください。この説明書は、必ずお客様にお渡し
ください。

■お買い上げいただきまして、ありがとうございます。

コントローラー本体〔1〕
スイッチプレート〔1〕

インナープレート〔1〕

スイッチプレート
取り付け用表面ねじ
（塗装済み）〔2〕
M3×L5(mm)

本体取り付け 
用皿ねじ〔2〕 
M3×L29(mm)

前面 側面 背面 

プレートネジ取り付け穴 

本体ネジ取り付け穴 

ボリュームつまみ 
インピーダンス
切換スイッチ

アンプ接続端子
（AMPLIFIRE）

スピーカー接続端子
（SPEAKERS）



電源プラグをコンセント 
から抜いてください 

電源プラグをコンセント 
から抜いてください 

分解禁止 

水場での 
使用禁止 

■故障したままの使用はしない
●万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると、火災・感電の原
因となります。すぐにアンプの電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。煙が出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 

■設置場所について
●過酷な取り扱いを受ける作業所、屋側、屋外などに設置して使用しないでください。 
火災・感電の原因となります。 

●湿気の多い場所、振動のある場所、腐食性のガスの発生する場所等では、使用しないでくださ
い。火災・感電の原因となります。 

■中に物を入れない
●本機の内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり落とし込んだりしないでください。火
災・感電の原因となります。 

■中に水や異物が入ったら
●万一、本機の内部に水や異物が入った場合は、すぐにアンプの電源スイッチを切り、電源プラグを
コンセントから抜いて販売店にご連絡ください。 

■水のかかるところに置かない
●風呂場では使用しないでください。火災・感電の原因になります。 

●本機は屋内専用に設計されています。ぬらさないようにご注意ください。内部に水が入ると火災
や感電の原因となります。 

■改造しない
●本機を分解、改造しないでください。火災・感電の原因となります。 

■工事専門業者以外は取り付け工事を行なわない
●工事専門業者以外は取り付けを行なわないでください。 
工事の不備により、火災・感電の原因となります。 

安全にご使用いただくために 
ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みいただき、正しくお使いいただきますようお願いします。 
お読みになったあとは、保証書とともに大切に保管してください。 

絵表示について 
この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味はつぎのようになっています。内容をよ
く理解してから本文をお読みください。 

絵表示の例 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定され
る内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および
物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 

記号は注意（警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。図の中に具体的な注意内
容（図の場合は感電注意）が描かれています。 
記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近傍に具体的な禁止内容（図の場
合は分解禁止）が描かれています。 
記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中や近傍に具体的な指示内容
（図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）が描かれています。 
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音のエチケット／楽しい音楽も、時間と場所によっては気になるものです。隣近所への配慮を十分
にしましょう。特に静かな夜間には窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのも一つの方法です。 
お互いに心を配り、快い生活環境を守りましょう。 

●移動させる場合は、アンプの電源スイッチを切り、スピーカーコードやその他のケーブルをはずし
てから行なってください。 

■設置上の注意 

●電源を入れる前には音量（ボリューム）を最小にしてください。過大入力でスピーカーを破損し
たり、突然大きな音が出て聴力障害などの原因となることがあります。 
●音量を上げすぎないようにご注意ください。耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聴
くと、聴力に悪い影響を与えることがあります。 
 
●長時間音がひずんだ状態で使わないでください。スピーカーなどが発熱し、火災の原因となるこ
とがあります。 

■使用上の注意 

●スピーカーコードの配線された位置によっては、つまずいたり引っかかったりして、落下や転倒な
ど事故の原因となることがあります。 

■スピーカーコードは安全な場所へ 

●調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたるような場所に置かないでください。火災・感電
の原因となることがあります。 

●湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災・感電の原因となることがあります。 

■次のような場所に置かない 

●本機を他のオーディオ機器やIR機器などに接続する場合は、それぞれの機器の取扱説明書をよく
読み、電源スイッチを切り、説明に従って接続してください。 

■接続について 

■締めつけについて 
●ネジなどによる締めつけは確実に行なってください。緩んだまま使用しますと、事故の原因とな
ります。 

■壁面の切断について 
●壁面を切断する場合は、切断面のカエリ、切りくずなどはきれいに取り除いてください。ケガ・火
災・感電の原因となります。 

■取り付けについて 
●本機を取り付ける壁面の強度によっては、補強が必要な場合があります。 
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Zone 2回路を装備したAVアンプなどをメインにし
た接続例です。 
接続する機器の取扱説明書、本書5ページの「接続の
しかた」をよく読み、図を参考に以下の手順で接続し
てください。 
① AVアンプなどのZone 2スピーカー端子と、CBの
アンプ接続端子（AMPLIFIRE）とを接続します。 

② CBやCB-Xのスピーカー接続端子（SPEAKERS）
と、本機（VSI60）とを接続してください。 

③ 本機（VSI60）のスピーカー接続端子と各スピー
カーとを接続してください。 

主な特長 

■ 最大入力60Ｗ、12段階ボリュームコントロール機能
本機はAVアンプやAVセンターのゾーン2機能を有効活用し、
マルチルームを手軽に実現できるインウォールタイプの埋込ボ
リュームコントローラーです。 
スピーカー端子がついたアンプなどであれば、どの機種にも接
続ができ、壁内配線によって部屋毎に本機を設置して音量調節
ができます。例えばリビングルームでは5.1chを楽しみなが
ら、寝室・子供部屋・キッチンなどでは異なる音楽ソースを楽し
むといったマルチルームが手軽に実現できます。 

■ 安全なマルチルーム構築を手軽に実現する
 インピーダンス切換スイッチ

本機は4段階のインピーダンス切換スイッチを装備しています
ので、お使いになるスピーカーの数やインピーダンス、アンプの
適応インピーダンスに応じた設定ができます。 
スピーカークラフト社のコネクティングブロックCB（2006年9
月現在）などと組み合わせることにより、複数セットのスピー
カーを１台のアンプなどに並列接続しながら、安全にお使いい
ただけるようになります。 

ご注意 

本機をお使いになる前に、必ず最適なインピーダンス切換スイ
ッチの設定を行ってください。詳しくは6ページをご覧くださ
い。 

設置場所の決定 

まず部屋の中で主に音楽を聴く場所を決めてください。次にス
ピーカーやアンプの配置を決め、配線を這わせる場所を確保し
てください。本機を設置する一般的な場所は、部屋の入口付近
や、他の操作パネルの並び、または音楽を聴く場所に近い壁面
などです。 

設置のしかた

設置の前に、あらかじめ設置する場所までスピーカーコードを
配線しておいてください。 

ご注意 

強電配線と連接取り付けの時は、隔壁を設けてください。 
コンセントとボリュームコントローラーとを連接接続する場合、
内線規程400-9により、絶縁板など堅牢な隔壁を取り付けてく
ださい。ボックス工事の場合には、絶縁セパレータなどをご使
用ください。 
また、配線に使用するケーブルはアンテナのような役割をして、
他の機器が発する電磁波などの影響を受けます。照明機器の
スイッチや操作パネル付近に設置すると、スピーカーから不快
なノイズを再生することがあります。照明機器のスイッチなどと
連接接続する場合も、隔壁を取り付けてください。ボックス工事

■ マルチルームシステム接続例

VSI60

AVアンプなどのZone 2用ス
ピーカー端子に接続します。
Zone 1ではリビングで5.1ch
サラウンドを楽しみ、Zone 2
では複数の部屋で2chステレオ
再生が楽しめます。
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左スピーカー 右スピーカー 

アンプなど 

本機 
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接続のしかた 
 
■ アンプを接続する 
アンプのスピーカー端子は、本機（VSI60）のアンプ接続端子
（AMPLIFIRE）に接続します。 
アンプのスピーカー端子R（右）プラス＋と本機のアンプ接続端
子（AMPLIFIRE）R＋、アンプのスピーカー端子R（右）マイナ
ス－と本機のアンプ接続端子（AMPLIFIRE）R－をそれぞれ接
続します。 
同様にアンプのスピーカー端子L（左）プラス＋と本機のアンプ
接続端子（AMPLIFIRE）L＋、アンプのスピーカー端子L（左）
マイナス－と本機のアンプ接続端子（AMPLIFIRE）Ｌ－をそれ
ぞれ接続します。 

■ スピーカーを接続する 
スピーカーは、本機（VSI60）のスピーカー接続端子 
（SPEAKERS）に接続します。 
視聴位置から見て向かって右側に設置するスピーカーのプラス
＋と本機のスピーカー接続端子（SPEAKERS）R＋、マイナス
－と本機のR－をそれぞれ接続します。 
同様に左側に設置するスピーカーのプラス＋と本機のスピーカ
ー接続端子（SPEAKERS）L＋、マイナス－と本機のL－をそれ
ぞれ接続します。 
 
ご注意 
 
接続するときは、アンプなどのボリュームは出力最小にし、電源
スイッチ（POWER）はOFFにしたのち、電源プラグを抜いた状
態で行ってください。 

結線のしかた 

①スピーカーコードの電線被服を6mmだけむく。 
②接続端子の穴に、スピーカーコードのしん線部を差し込む。し
ん線部がわずかに外に出ているようにしてください。 

③接続した端子上部のレバーを、マイナスドライバー（小）もし
くは指で引き上げてロックしてください。 

ご注意 

● スピーカーコードを軽く引っ張ってみて確実に接続されてい
るかどうか確認してください。 

● より線を使用する場合は、しん線をよくよじり、確実に端子に
接続してください。 

● より線を半田仕上げしたものは使用しないでください。誤っ
て使用すると、発火したり、発熱し接触不良をおこす原因とな
ります。 
● スピーカーコードの＋、－（極性）、L（左）R（右）を間違えない
でください。極性を間違えると、低音感が損なわれて音の定位
が定まらなくなります。 

 

危険 
回路の故障を防ぐため、スピーカー
コードのしん線のプラスとマイナス
を絶対に接触させないでください。 
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インピーダンス切換スイッチの使いかた

本機はインピーダンス切換スイッチを装備していますので、アン
プなどから見たインピーダンスを、A（約2倍）、B（約4倍）、C
（約8倍）、D（約16倍）の4段階に設定することができます。お
使いになるスピーカーの数やインピーダンス、アンプの適応イ
ンピーダンスに応じて切り換えてください。 

 ！ヒント 

一般的な機器の場合、下記の手順で簡単に本機のインピーダン
ス切換スイッチを設定することができます。 

１． お使いになるアンプなどのスピーカー適応インピーダンス
が4Ωまで対応であれば早見表1を、8Ωまで対応であれば
早見表2をご覧ください。 

２． 早見表横軸の数値から、お使いになるインピーダンスが8Ω
のスピーカーセットの数に相当する数値を選び、列を指定し
ます。 

３． 早見表縦軸の数値から、お使いになるインピーダンスが4Ω
のスピーカーセットの数に相当する数値を選び、行を指定し
ます。 

４． 指定した列と行が交差する位置に記載されているポジション
に、本機のインピーダンス切換スイッチを設定してください。 

早見表1 ： 4Ωスピーカー対応のアンプなどをご使用の場合 

早見表2 ： 8Ωスピーカー対応のアンプなどをご使用の場合 

マルチルーム設置上のご注意

■ スピーカーのインピーダンスについて
スピーカーを接続するときは、アンプなどで指定された範囲内
のインピーダンスのスピーカーをお使いください。 
インピーダンスとはスピーカーユニットのようにコイルを持つ
回路に、交流電流を流した際に生ずる抵抗値を表します。 
一般的な民生品スピーカーのインピーダンスは8Ωや6Ω、また
は4Ωなど製品ごとに決まっており、後からその値を変更するこ 
とはできません。あらかじめ十分な検討をした上で、組み合わ
せるスピーカーやアンプなどの選択を行ってください。 
もし、インピーダンスがアンプなどの指定範囲内でないと、アン
プなどの能力を十分発揮できなかったり、各回路に負担がかか
り、故障や重大な事故に発展する恐れがあります。十分にご注
意ください。 
● スピーカーのインピーダンスがアンプなどのスピーカー適応
インピーダンスと同じか、それ以上になるように接続してくだ
さい。機器が発熱して発火し、火災などの原因となります。 

● スピーカーのインピーダンスがアンプなどのスピーカー適応
インピーダンスに比べて著しく上回る数値になると、アンプな
どの出力を十分に発揮できません。できるだけ双方の数値を
近づけるようにしてください。 

■ 複数のスピーカーを1台のアンプなどで使用する
 場合

スピーカークラフト社のコネクティングブロッックCB（2006年
9月現在）などを使用して、複数セットのスピーカーを１台のア
ンプなどに並列接続する場合は、接続するスピーカーの合成イ
ンピーダンスが、アンプなどのスピーカー適応インピーダンス
の範囲内になるようにしてください。 

インピーダンスが同じスピーカーを並列接続した場合 
同じインピーダンスのスピーカーセットを並列接続した場合の
合成インピーダンスは、スピーカーのインピーダンスをスピー
カーのセット数で割れば簡易的に算出できます。例えば8Ωの
スピーカーを2つ並列に接続した場合、合成インピーダンスは 
4Ωと想定できます。この場合、接続するアンプなどはスピーカ
ー適応インピーダンスが4Ω以下のものにしてください。 

インピーダンスが異なるスピーカーを並列接続した場 
場合 
異なるインピーダンスのスピーカーセットを並列接続した場合
は、以下のような数式を用いて簡易的に合成インピーダンスを
算出することができます。 

例）異なるインピーダンスのスピーカーセット、AとBを並列接
続した場合 

本体、スイッチプレートを設置する

１． ボックスやはさみ金具を使用するなど、壁面の構造や素材に
あった工法で本体を設置してください。 

２． すべての作業が終わったら、付属の「スイッチプレート取り付
け用表面ねじ」を使用して、スイッチプレートを設置してくだ
さい。 

1÷ 
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最大入力容量 

音量調節範囲 

60W

12段階 

42dB

実測図 

米国LEVITON社　DECORA*スイッチプレート（1連用）（スクエア）（ホワイト） 

最 大減衰量

周波数特性

プ レ ー ト

寸 法

20Hz～20kHz

*DECORAは米国LEVITON社の登録商標です。 

※製品の特徴や仕様が予告なく変更されることがあります。 
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付属ネジ（大）ネジ径 3 首下 28mm 2本

　　　　（小）ネジ径 3 首下   4mm 2本

外形寸法：幅4.25×高さ10.4×奥行き9.05cm

重量：0.5kg



輸入販売元 

SN 29344378 G0610-1




